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食
育
基
本
法
対
応
を
問
う

健
康
プ
ラ
ン
21
を
活
か
す

阿
部　

長
俊 

議
員

　

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
食
の
あ

り
方
に
反
省
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
食

育
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し
、
健
康
な
食
生

活
の
実
現
を
目
指
す
「
食
育
基
本
法
」
が
去
る

６
月
10
日
成
立
し
た
。
基
本
理
念
と
し
て
、
正

し
い
食
の
知
識
の
も
と
で
国
民
の
豊
か
な
人
間

形
成
に
役
立
つ
こ
と
を
掲
げ
、
教
育
、
農
畜
産

や
漁
業
他
多
く
の
団
体
の
果
た
す
役
割
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
内
容
は
食
の
安
全
、
自
給
率
の

向
上
、
地
産
地
消
、
地
域
伝
統
食
な
ど
範
囲
が

広
く
期
待
が
大
き
い
。
本
村
で
も
積
極
的
な
取

り
組
み
が
望
ま
れ
、
多
く
の
成
果
を
期
待
し
次

の
点
を
質
問
す
る
。

①
本
村
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
県
の
動
向

は
。

②
推
進
に
関
わ
る
部
、
課
は
。
ま
た
、
中
心
と

な
る
部
、
課
は
。

③
推
進
運
動
、
計
画
策
定
の
手
法
で
食
育
推
進

会
議
を
設
置
す
る
の
か
。
庁
内
経
営
会
議
と

の
関
わ
り
は
。
ま
た
、
第
５
次
総
合
計
画
と

の
整
合
は
。

④
実
施
に
あ
た
り
国
、
県
の
財
政
支
援
は
。

⑤
食
の
提
供
は
「
愛
」、受
け
る
こ
と
は
「
感
謝
」

に
通
ず
る
と
思
う
。「
食
育
は
人
間
力
を
養

う
柱
」
と
の
考
え
方
が
あ
る
が
村
長
の
所
見

は
。

①
国
の
基
本
計
画
は
18
年
度
に
発
表

さ
れ
、
県
は
先
行
し
独
自
の
施
策
で

食
育
が
進
ん
で
い
ま
す
。
村
の
取
り
ま
と

め
は
17
年
度
12
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
既
存
施
策
で
幅
広
く
食
育
が
進
行

中
で
あ
る
が
、
他
の
動
向
も
見
極
め
機
敏

に
対
処
し
ま
す
。

②
現
在
想
定
さ
れ
る
部
、
課
は
４
部
８
課

で
、
中
心
を
担
う
の
は
健
康
福
祉
部
の
健

康
推
進
課
で
す
。

③
村
で
は
現
存
の
「
健
康
プ
ラ
ン
21
」
を

活
か
し
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、
住

民
参
画
を
心
が
け
ま
す
。
村
の
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
経
営
会
議
に
食
育
専
門

部
会
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

④
法
で
は
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
具
体
的
な
も
の
は
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

⑤
「
食
育
は
人
間
力
を
養
う
柱
」
の
考
え

に
全
く
同
感
で
す
。
５
万
３
0
0
0
村
民

す
べ
て
の
年
代
、
職
域
が
関
わ
る
大
き
な

課
題
で
あ
り
食
の
ゆ
が
み
の
是
正
、
未
来

に
悔
い
を
残
さ
な
い
食
育
実
現
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

Q1

（
し
の
の
め
会
）
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▲学校給食に地場産品を


